
 

５ 保健体育 

学校番号 １１７ 

平成３１年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書

等 

現代高等 保健体育（大修館書店） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ 

・最終学年では、個々人がリーダーの意識を持って授業に臨むこと。 
・ゲームが多くなってくるため注意をよく聞いて安全面に留意をして臨むこと。 
・生涯にわたって運動にかかわれるように個人の技量に合わせて全員が楽しめるように考える。 
 

 
２ 学習の到達目標 

・生涯にわたり、運動にかかわりあえる態度、習慣を身につける。 

・安全に留意し、仲間と協調しあいながら運動する態度を育ててゆく。 

・健康の保持増進を基本とし、さらに向上しようとする態度および精神を育てる。 
 
３ 学習評価８評価規準と評価方法） 
 
 
【評価の観点及びその趣旨】 

観

点 
ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断 ｃ：運動の技能 ｄ：知識・理解 

 

観

点

の

趣

旨 

自ら進んで運動の楽しさ

や喜びを味わおうとする。 

健康や安全を確保して学

習に主体的に取り組もう

とする。 

結果や勝敗を受け入れ、自

他の技能を客観的に判断

できる。 

公正・協力・責任・参画な

どの態度を身につける。 

知識を活用し、技能向上に

つなげる。 

自己や仲間の課題に応じ

た運動を継続するための

取り組みを工夫できる。 

運動を継続したり、体力や

技能向上をするための計

画を考えることが出来る。 

学習で得た成果を自ら応

用・発展させ実生活に生か

せる。 

記録や技能向上に挑戦す

る。運動の合理的な実践を

通して、種目特性に応じて

勝敗を競ったり、攻防を展

開したり、表現するための

各領域の運動特性に応じ

た段階的な技能を身につ

ける。 

仲間と連携・協力して各種

目を楽しむ。 

運動技術の名称や行い

方、体力の高め方、課題

解決の方法、スポーツを

行う際の健康・安全の確

保の仕方について具体的

な方法を理解している。 

スポーツの歴史、文化的

特性、スポーツとのかか

わり方について理解して

いる。 

評

価

方

法 

授業態度 

例：準備や後片付けを率先

して行う等 

授業記録 

例：ゲームなどにおける反

省分等 

授業記録 

体育理論のテスト 

スキルテスト 

ゲーム、記録会の結果等 

授業記録 

例：自身の記録から成功

や失敗の理由を考える等 

体育理論のテスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評価にまとめます。  

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

学

期 

 

単

元

名 

学習内容 

主な評価の観

点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

 

ａ ｂ ｃ ｄ 

１

学

期 

合

同

体

育 

 

サッカー バスケッ

トボール ソフトボ

ール テニス 卓球 

フットサル バレー

ボール フライング

ディスク バトミン

トンの中から種目を

選択。学期中に２～３

サイクルで活動をす

る。 

○ ○ ○ ○ ａ：準備や後片付けに対し

ても、積極的に取り組める

か。 

ｂ：1 時間のスパンで物事

をとらえずに長いスパン

でこれらを判断してゆく。

ｃ：それぞれの種目の特性

に応じて全員が理解し、協

力し、技術を高めあってゆ

けることが出来るか。 

ｄ：ゲームに必要な知識・

理解をもって臨めるか。 

授業態度 

スキルテスト 

出席 

体

育

理

論 

 

豊かなスポーツライ

フの設計の単元を取

り上げる。 

１．生涯スポーツの見

方・考え方 

２．ライフスタイルに

応じたスポーツ 

○ ○  ○ ａ：多様化する生涯スポー

ツのあり方を理解する。

ｂ：ライフスタイルに応じ

てに対しての自らの今後

の取り組み方を考える。 

ｄ：将来、実践してゆくに

当たり課題を考える。 

提出物 

2

学

期 

合

同

体

育 

実技に関しては 1学期

と同様に活動。 

 

 

○ ○ ○ ○ 1 学期と同様に評価。 授業態度 

スキルテスト 

出席 

体

育

理

論 

体育理論については、

「豊かなスポーツラ

イフの設計」の単元を

取り上げる。 

３．日本のスポーツ振

興 

４．スポーツと環境 

 

○ ○  ○ ａ：日本および国際的なス

ポーツに対する取り組み

を理解する。 

ｂ：自然破壊などスポーツ

を取り巻く環境などを理

解する。 

ｄ：人と自然の共存、これ

からのあり方を考える。 

提出物 

3

学

期 

合

同

体

育 

1・2学期と同様に活

動。 

○ ○  ○ 出席を重視。 出席 



 

 

 


